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発表演題名 「地域診断支援システム」構築へ向けて 

発表学会名 第 39 回 北陸公衆衛生学会 
発表者名 浦松和枝 

開催場所 福井市（アオッサ） 

発表日時 平成２３年１１月１４日（月） 

発表内容 平成 23～24 年度の研究事業として、県や市町の地域診断を支援するため

の「地域診断支援システム」構築を当センターの機能強化と併せて実施し

ており、その概要について報告した。 

構築する地域診断支援システムは、県健康福祉センターや市町などの関

係機関に対し、生活習慣病関連の地域診断に必要な保健統計情報の収集解

析提供と関係職員に対する技術研修を一体的に推進することで県健康福祉

センターや市町の生活習慣病関連の地域診断を支援するものである。具体

的には、①インターネットや冊子として公表されている保健統計情報（人

口動態統計等）を、当センターのサーバーに収集蓄積②経年的な整理と市

町間比較ができるよう健康指標（年齢調整死亡・罹患率、標準化死亡・罹

患比等）を算出③それらのデータをマップ、グラフ等にて情報提供ツール

として当センターのホームページ上に掲載し、県健康福祉センター、市町、

県関係機関に提供④提供された情報についての理解や、保健統計に関する

分析力を高めるための研修を充実するものである。これにより、市町等に

おいて情報整理や指標の算出等にかかる膨大な作業時間が短縮され、県内

で統一した指標により相対的に評価ができ、地域診断が容易となることな

どが期待される。  

システム構築にあたり、地域診断の支援ニーズを探るために県健康福祉

センター、市町の中堅保健師 12 名を対象に地域診断に関する聞き取り調査

（インタビュー）を実施したところ、分析中であるが、必要なデータがな

い、分析しても事業に結びつかない等の意見があった。また、地域診断の

市町支援について、県健康福祉センター保健師からは市町の求めがあれば、

支援するのは県の役割であると認識しているが、専門機関のサポートを望

んでいる面が伺えた。 今後、聞き取り調査の結果等も踏まえながら、有用

な指標の検索、活用しやすい情報提供ツールの開発、データ分析力を向上

するための研修等について研究を進め、地域保健の現場のニーズに即した

地域診断支援となるシステムを構築していきたい。 
 

 


